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一村上春樹「七番目の男」（高３・第一学習社）の授業モデルを例にー
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　　　１　小説教材指導の現状と課題

一新課程・「絶対評価」に対応した「国語科学習評

　価システム」の開発－

　これまでの国語科教育において，物語・小説教材指

導は教科内容の中心的な役割を担ってきた。しかし，

現行学習指導要領が基づく教育課程審議会答申(1998

年７月29日）によって，「小学校，中学校及び高等学

校を通じて，言語の教･育としての立場を重視し」や

「特に，文学的な文章の詳細な読解に偏りがちであっ

た指導の在り方を改め」といった，いわゆる物語・小

説教材の指導観の転換が求められている。

　この答申の背景には，長時間をかけて登場人物の気

持ちや１つの主題＝作家の思想や意図を細かく追求す

る指導，物語・小説の言語構造や表現の特質（＝言語

技術）を無視しだ徳目的・道徳的な指導”など，

「言語の教育」としての国語科教育から乖離した指導

が広くなされていたことがあげられるだろう。

　また，新課程から採用された「目標に準拠した評価

（いわゆる絶対評価）」に対応した授業を構築すること

が，教育現場では急務である。とりわけ，学習者に身

に付けさせたい学力（到達目標）が戦後50年以上曖

昧にされてきた国語科においては，現在，新しい評価

観に対応した学習・評価がなされているとは言い難い

面がある。

　本稿は，物語･=小説教材の中で，小学校高学年から

高等学校までに頻出する，いわゆる現代小説教材につ

いて，「言語の教育」という立場から，到達目標（評

価基準）を明確にした「国語科学習・評価システム」

として，村上春樹「七番目の男」の授業モデルを提案

し，21世紀における現代小説教材指導の意義や特質，

学習過程や指導方法について明らかにしようとするも

のである。

　２　国語科「言語能力」と小説教材

一言語能力育成と国語科「二重構造」－

　まず，学校教育全体において，国語科はどのような

位置にあり，どのような役割を担っているのか。それ

を明らかにするために，いわゆる絶対評価の学習・評

価観を前提にした国語科の教科構造について，そのポ

イントを確認しておきたい。

　国語科学習は，学校教育全体の「（広義の）基礎・

基本学力」を形成するとともに，国語科固有の到達目

標（評価基準）をも育成する。つまり，国語科という

教科の学校教育における役割を「二重構造」としてと

らえることが重要である。国語科の特質を把握し，学

校教育全体のカリキュラムに構造的に位置づけること

で，全教科を支える国語科の役割が明確になるからで

ある。

　その中で，小説教材指導は，教科固有の国語科「言

語能力」を中心に育成する１つのジャンルということ

になる。漢字や語句指導・音読指導などの学校教育全

体における（広義の）基礎学力育成と，物語・小説教

材の言語構造や表現の特質を理解する国語科固有の学

習とを，異なったレベル（学習過程）としてとらえる

ことで，学習者に何を学ばせたいかという到達目標

（評価基準）が明確になるのである（参考文献5・6）。

　物語・小説を含む,いわゆる文学的文章の特質とは，

日常用語による日常的な実感の表現であり，作家固有

の「構造」「描写」「文体」などの表現技術によって書

かれた個性的な作品群であるということができる。小

説教材指導とは，説明文教材や教科書・説明書などの

論理的文章とは異なる言語技術を読み解き，自分らし

く解釈するという，国語科固有の学習によってのみ育

成すべき「言語能力」の１つということができる。
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　３　〈情報〉としての小説教材　　　

〈情報リテラシー〉による国語科の捉え直しー

　従来の“徳目的・道徳的な小説教材指導”の問題点

をふまえ，学習者全員に国語科「言語能力」を「確か

に（論理的に）」「豊かに（個を生かす）」保障するた

めには，到達目標（評価基準）を明確にした新しい

「国語科学習（評価システム）を構築することが必要

である。そこで，〈情報リテラシー〉という新しい概

念を導入し，新しい小説教材指導観について考察して

いくことにする（参考文献5～8）。

　ここでいう〈情報リテラシー〉とは，いわゆるコン

ピュータ・リテラシーとは異なり，国語科を新しいリ

テラシー教育としてとらえた言い方である。すなわち，

広義の「情報」の判断・発信・評価能力のことであり，

言語や非言語・映像・シンボル等の「情報」を正確に

読み取り（「読む」「聞く」受信），自分の立場から判

断し「生きる力」に生かす能力，また，ある目的から

情報を収集選択し（情報の発見／収集と選択），判断

構成し（論理的な構成・書く・まとめる），目的や場

面・相手に応じて発信交流する言語技術（話す・聞

く・プレゼンテーション），交流し学び合い評価する

技術（かかわり・関係を創る技術），さらに新たな課

題や情報を発信する言語技術等を一連の学力としてと

らえたもので,ある。

　　〈情報リテラシー〉という発想による学習・評価観

は，これまでの国語科教育が，「生きる力」に展開す

る基礎学力や情報社会に必要不可欠なコミュニケーシ

ョン・プレゼンテーション能力等の表現力・思考力，

情報を主体的に読み解き発信する力を十分に育ててこ

なかったという反省の上に成り立っている。それは，

小説教材指導においても言えることである。表現構造

の特質を軽視した内容偏重や1つの主題追求型の指導

観や，学習者の恣意的な解釈を全て認める安易な読者

論的指導観は。小説教材の特質をいかした指導法とは

言い難い。そこで，小説教材を国語科「言語能力」育

成の視点から，小説の言語構造や表現技術を「情報」

としてとらえる新しい教材観が必要となる。

　小説教材を「情報」としてとらえることには，大き

く二つの側面がある。

　一つはいわゆる学習者の主体的な「情報」理解・選

択判断・批評を重視する立場で,文学の多様な「情報」

を通して身近な生活経験や現実の中に課題を発見し

（情報の発見），解決のための方法を考え，情報を収

集・構成し発信するための一つのモデルとすることで

ある（情報の発信）。これは，小説教材の表現や内容

などの「情報」を，自分の立場から発見・収集・選

択・再構成し，発信することを視野に入れた教材観で

あり，従来の小説教材指導においても，新聞作り・ブ

ツクトークなどの言語活動として実践されてきた。

　しかし，小説教材を安易に発信のための「素材」と

して扱うことは，学習者に身に付けさせるべき小説教

材の「読み方＝評価基準」を無視した，単なる言語活

動に終わってしまいかねない。

　そこで，もう一つ，教材の持つ構造や描写・文体・

メッセージ等の方法（小説の方法と読み方の学習）を

学ぶ観点，つまり，説明文・論説文等の「論理的な言

語」の学習とは別な形で，身近な現実の深層や自己を

深く理解する一つの方法（モデル）として展開してい

くことになる観点からとらえることが必要である。小

説固有の表現的特質や構造を「情報」ととらえること

で，小説教材で何を学習すればよいかという到達目標

が明確になり，他の小説学習にも応用可能な一般的な

「読み方＝言語技術」を指導することによって，広く

読書指導などに展開できることにもなる。

　小説教材の表現的特質の「読み方」学習と小説教材

の「情報」を発信する学習，この双方からのアプロー

チによって，従来の小説教材の狭い学習指導観・評価

観からの脱却が可能になるのである。

４　〈五段階の学習過程論〉による授業研究論

　　一学習過程論再構築による「学び」の系統化－

　小説を「情報」としてとらえることによって，学習

者の「確かな学力」と主体的な「学び」が保障される。

しかし，それらを部分的・断片的にとらえるのではな

く，国語科「言語能力」を基礎から発展・「学び」の

一般化まで構造的に位置づける学習過程論レベルで整

理し，考察することが必要である。

　例えば，戦後の国語科教育における代表的な学習過

程論として，［国語科単元学習］の発想を無視するこ

とはできない。「国語科単元学習」の内実，方法は多

岐に渡り，一括りに定義することは困難であるが，大

村はま氏の実践に見られるような，学習者の興味・関

心に基づいた教材開発，国語科の学習内容（三領域一

事項）の横断的・網羅的な単元の組織化など，「国語

科単元学習」の果たした役割は大きい。

　しかし，長時間の単元構成や，学習者の興味・関心

によってのみ展開される学習段階（系統性）などは，

限られた授業時間数や「公教育」として果たすべき国

語科「言語能力」の育成という視座から，21世紀に

求められている国語科の新しい「学習・評価システム」

とは言い難いと言わざるを得ない（参考文献９）。

　そこで，シンプルで「学び」の系統性を意識した

〈五段階の学習過程論〉を提案したい。国語科の「二

重構造」という特質や，「情報」としてとらえた小説

教材観を〈五段階の学習過程論〉として位置づけるこ

とで，学習者の「学び」の段階を明確にできるからで

ある。
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現代小説教材における「国語科学習・評価システム」の開発一村上春樹［七番目の男］（高３・第一学習社）の授業モデルを例にー

資料１　小説教材における〈五段階の学習過程論〉

基礎学習 全教科を支える基礎学力とし
ての言語能力育成の段階

音読、意見・感想を持つ技術、「話す・
聞く」学力の基礎など

基本学習
小説教材を「正確」に「豊か」
に読み解く言語技術育成の段
階

①状況設定
②構成

③中心人物の変化　　　「正確」に
④対比的人物の位置

］

⑤描写と方法　　□「豊か」
⑥主題の構造・批評性　　　　に

発展的学習
小説教材の「読み方」の定着

と発展学習のためのステップ
としての段階

個性的な小説教材の解釈､小説教材のく情
報〉発信のための〈情報〉収集・選択・
再構成など

発展学習
小説教材の〈情報〉を自分の
立場から発信（紹介・批評な
ど）する段階

再話、感想文、登場人物への手紙、描写
を詳しく書く作文、劇化、ブックトーク
など

評価・一般化学習
小説教材の「学び方」につい
ての自己・相互評価を行い、
学習を一般化する段階

到達目標（評価基準）を明確にしたチェ

ックカードの記入、学習で学んだこと・
考えたことの文章化など

　　〈五段階の学習過程論〉とは，「基礎学習」から

「評価・一般化学習」までの系統的・組織的な学習段

階の位置付けのことである（資料1参照）。

　　〈五段階の学習過程論〉として学習内容を構造的に

位置づけることで，指導者・学習者ともに，「学び」

の段階を意識することがでぎるようになる。あれもこ

れもを詰め込んだ言語活動主義的な授業観・評価観か

ら抜けだし，国語科「言語能力」を確かに育てるため

に，常に学習段階とつける学力，個々人の課題を意識

して授業を行うことが必要なのである。

　また，基礎学習から評価・一般化学習までを常にセ

ットとして実践する必要はなく，例えば，「基礎学習

→基本学習→評価・一般化学習」という小説教材の

「読み方」学習を行ったり，中学校の選択教科「国語」

において，一斉授業での基本学習をいかした「発展的

学習→発展学習→評価・一般化学習」という発信学習

中心の授業を行うことも有効である。つまり，授業実

践において，どの段階でどのような国語科「言語能力」

を育成するかを明確にするために，く五段階の学習過

程論〉は有効であると言えるだろう（参考文献10）。

　　　5　現代小説教材分析・解釈の観点

　　「現代小説」は時代区分など，様々な視点から定義

されているが，本稿では，社会・国家対個人という構

図を持ち，無意識の心理描写などの19世紀的小説と

各
学
習
段
階
に
お
い
て
評
価
の
観
点
の
意
識
化

は異なる表現的特質を持つ小説群としてとらえたい

（市毛勝雄「近代文学」の項目『国語教育研究大辞典』

明治図書, 1988年, 221～224ページ参照）。

　現代小説教材を分析・解釈するために，ここでは

以下のような６観点を設定した。

状況設定の理解

　　…登場人物・舞台・時代背景など

(2)構造をとらえる

　　…場面構成(プロット)

(3)中心人物の変化と解釈

(4)対比的人物群の役割と位置

　…中心人物との関係など

(5)特有の描写と方法

　　…イメージの描出とその効果

(6)主題の構造と批評性

　　…①作家の意図・思想型

②中心人物の変化・作品構造型

③読者の自由な解釈型

正
確
に

豊
か
に

　これは，どのような現代小説教材を解釈する場合で

も有効な観点である。１つの教材だけにしか通用しな

い方法ではなく，「言語技術」として一般化可能な観

点を学習することで，学習者の興味・関心など「生な

現実」に対応した読書指導に展開するのである。

- 129 －



　６　現代小説教材の特質と教材研究

一村上春樹「七番目の男」を例にー

佐藤洋一・常原　拓

　村上春樹の作品は「鏡」・「レキシントンの幽

霊」・「沈黙」など短編小説を中心に主に高等学校で

教材化されている。身近な事件を描きながら，その深

層に自己・他者とのコミュニケーションの問題など，

現代人のあり方を問い続ける村上春樹の方法は，構造

的に小説教材を学習するためにふさわしい教材である

といえる。すなわち，生徒に現代社会の中でいかに生

きるか，他者とくかかわる〉とはどういうことか，自

分とどう向き合うことが大切か等の内容的なことばか

りではなく，小説固有の言語技術の学習を通して「語

り」「描写」等の言語の豊かな機能について指導する

ことができる。

　　「七番目の男」は，『文藝春秋』(1996年2月）に発

表され，短編集『レキシントンの幽霊』（文藝春秋，

1996年11月）に収められている短編小説である。な

お，本作は第一学習社版『高等学校　現代文』（平成

15年度版）に掲載されている。

　さて，本作品の代表的な教材論の１つとして，教科

書の指導書（永井聖剛氏執筆）がある。指導の要点と

しては，冒頭と結末の三人称の「語り」による「枠小

説という作品構造」に注目し，過去の体験・記憶を再

認識するための「物語行為＝自己相対化」の意味を読

み解くことがあげられている。

　この指導観は一つの主題に到達するための表層的な

内容主義的解釈に陥っており,人物の設定やその変化，

描写・文体の特質といった表現技術，深層にある村上

春樹の問題意識等がとらえられていないという問題点

や不備が多い。言語技術としての分析・解釈の観点を

ふまえ，以下，本作品の特質と指導の要点について述

べる。

（1）〈恐怖小説〉としての二重構造

　短編集『レキシントンの幽霊』は，日常での恐怖体

験についての物語（表層）の裏に，現代社会（現代人）

を支配する無意識の恐怖（深層）が描かれるという構

図を持っている。

　「七番目の男」では，表層で，台風の来襲にあたり，

恐怖から親友である「Ｋ」を見殺しにし，その時の

「Ｋ」の非現実的な笑いが40年もの問，「男」を苦し

め続けるという恐怖が語られる。

　そして，深層では，40年もの間，男を苦しめ続け

る「無意識による現代社会（現代人）の支配」が描か

れるという，二重構造を読み解かせることが重要であ

る。日常生活で自己と向き合うことのできない現代人

としての［男］は，理不尽で強大な力（台風）によっ

て否応なしに自己と深層（無意識）で向き合う心理描

写の過程（意識と無意識の描写）こそがこの作品の中

核だからである。

　村上春樹の小説では,豊かな無意識の描写によって，

現代社会への批評性が表現されており，これは村上龍，

江國香織，山田詠美，池滞夏樹等，他の現代作家にも

共通する特質である。

（2）場面構成と作品構造

　本稿では指導書と異なり，作品を全12場面からと

らえた。なお，ページ数は『レキシントンの幽霊』

（文藝春秋, 1996年11月）による。

１場面…プロローグ・状況設定（現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～P 165 .L4)

2場面･･･状況設定（過去ト　　(P165.L6～P167.L5)

3場面…展開①〔台風の来襲〕(P167.L6～P169.L6)

4場面…展開②〔台風の「目」と波の予感〕

　　　　　　　　　　　　　　(P169.L7～P175.L11)

5場面…展開③〔Ｋの喪失〕(P175.L12～P.178L5)

6場面…展開④〔Ｋの笑い〕(P178.L6～P180.L14)

7場面…展開⑤〔損なわれた現実〕

　　　　　　　　　　　　　　　(P181.L2～P183.L5)

8場面…展開⑥〔無意識のトラウマ〕

　　　　　　　　　　　　　　　(P183.L6～P185.L7)

8場面…展開⑦〔現実逃避と無意識〕

　　　　　　　　　　　　　　(P185.L9～P187.L13)

10場面…発展〔Ｋの水彩画〕(P187.L14～P191.L3)

ｎ場面…結末〔現実への回復〕(P19!.L4～P194.L14)

12場面…エピローグ〔恐怖の真相〕　(P195.L2～）

全12場面は，1・12場面は現在から自己を語る場

面，2～6・10～11場面は，過去の現実でのエピソー

ドが描かれる場面，７～９場面は無意識で自己と向き

合う場面と３つの異なった位相から構成されている。

　　「現実→無意識→現実（「語り」）」という作品構造

を各場面構成から整理すると，中心人物である「男」

の変化とその要因・効果的な描写・対比的人物である

Ｋの設定の効果などの観点が明確になり，とらえやす

くなる。小説の構成単位である「場面」を学習者に指

導することは，基礎的な学習の１つである。

（3）人物設定とその効果

　小説教材を読み解くにあたって，登場人物の設定

（性別・年齢・風貌・性格など）は，学習の最初に確

認しておくべき観点である。

　本作品では，中心人物である「男」の10歳という

年齢が，精神的に子どもでもなく大人でもない微妙な

時期であり，「Ｋ」を死なせたという事実は認識でき

るが，その事実をうまく受けとめられず，無意識へと

逃避せざるを得ない人物設定として描かれている点を

確認しておきたい。

　また，対比的人物である「Ｋ」の，「言葉に障害が
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あ上り，「絵が滅法巧」いという人物設定は，「見る」

という視覚の機能を際立たせるためであり，事実，

「男」はＫの描いた水彩画を「見ること」で現実へと

回帰するきっかけを掴む。その「Ｋ」の水彩画とは，

「語る」という行為の欠落を抱えた「Ｋ」が，世界と

繋がる為の唯一の手段であり，「Ｋ」の水彩画によっ

て「男」は現実を見ること（無意識から回帰すること）

が出来たのである。表層の恐怖よりも大きい「現実か

ら目をそらすこと」，そこから「男」を救った「Ｋ」

の水彩画の意味をとらえることで，本作の特徴である

「男」の語りという心理描写の独特な方法の意味が明

らかになるのである。

（4）描写の特質

　小説教材の特徴的な表現方法として，描写の学習は

必要不可欠である。ここでは特に，中心人物である

「男」の二度の変化，つまり，無意識へと逃避するき

っかけとなる巨大な波の描写と，現実を取り戻すきっ

かけとなる空を見上げたあとの描写に注目したい。

　まず前者は，音のみの描写・無音による視覚のみの

描写・聴覚と視覚による描写を組み合わせることによ

って，巨大な波の恐怖が冗長に表現され，まるでスロ

ーモーションの映像のようなインパクトを与えてい

る。

　後者は，40年もの長時間の孤独（無意識）から男

が解放され，現実に戻されていく｡様子が，時間・音・

光・身体感覚などの緻密な表現によってダイナミック

に描かれている。

　作品中の特徴的な描写に気付かせることによって，

小説特有の言語表現とその意味を学習することができ

る。どのような描写によって，イメージを描き出して

いるかをとらえることで，それぞれの作家の個性的な

文体などを考えていく方法を身に付けることができ

る。

　７　村上春樹「七番目の男」の授業モデル

　　　　　　　　　　　（要点）

（1）到達目標（評価基準）と国語科「言語能力」

〔基礎学習〕

①すらすらと音読し，「読み方」の観点に沿って感想

　をもつことができる。→音読・自分の立場の意識化

〔基本学習〕

①現代小説の場面（構造）を意識して読み，あらすじ

　を「正確」にまとめることができる。

②中心人物の変化とその要因・対比的人物の役割・描

　写・主題の構造が「正確」に，「豊か」に解釈でき

　る。　　　→「情報」の「正確」で「豊か」な理解

〔発展的学習〕

①基礎・基本学習をふまえ，個性的な解釈ができる。

②論理的な作品紹介文を書く観点を理解できる。

　　　　　　　→論理的な「情報」発信の基礎・基本

〔発展学習〕

①論理的な作品紹介文を書くことができる。

②作品紹介文を自己評価・相互評価することができ

　る。　　→論理的な「情報」発信と交流・評価能力

〔評価・一般化学習〕

①学習した内容（到達目標の観点）を意識し自己評価

　・一般化できる。　　　　　　　　→メタ評価能力

（2）学習計画（9時間完了）

(資料２を参照)

（3）学習シートの開発・活用と授業展開のポイント

　本稿では，６枚の学習シートを開発して，授業モデ

ルを構想した。学習シートを用いることにより，生徒

に小説教材の「学び方」を明示できると共に，学習の

記録として位置づけることができ，生徒の学力が保障

される一つの有効な方法であると考えたからである。

また，教材研究で考察した学習構想や主要発問を学習

シートに示すことによって，より具体的な授業モデル

が提案できるとも考えている。以下，授業の展開と学

習シートの活用の仕方（要点のみ）について述べる。

①生徒の感想をいかした小説教材の指導

　生徒の初読での感想と教材の分析・解釈を結びつけ

るために，学習シート１（資料３）を用いる。初読の

段階で感想を持てることは基礎学力の一つであり，こ

こに生徒の学びの質と個性があらわれる。ただ漠然と

感想を持たせるだけでなく，小説の「読み方」の基本

学習へと繋がるように，観点を意識させ，言語化させ

ることが重要である。自分の考えの根拠を明らかにす

ること（観点1・2八小説教材解釈への気付き（観点

3），描写への着目（観点4）などを意識させることに

よって，基本学習での生徒の「学び方」への問題意識

を高めることができる。

②モデルとしての「読み方」の観点の提示

　基本学習では，学習シート２・３（資料4・5）によ

って，あらすじ・場面構成，作品構造の理解，中心人

物の変化と要因・対比的人物の役割・描写の方法・主

題の構造などを「正確」にとらえ,「豊か」に解釈す

るための観点を提示した。村上春樹作品の解釈を通し

て，その他の現代小説の「読み方」（着眼点）を生徒

に定着させるためである。これらの観点を意識させな

がら，基礎学習での生徒の気づきを取り上げ，生かし

ていく指導が必要である。

　学習シート２は，作品全編を１枚のシートにまとめ

ることにより，あらすじなど基本的な事項が理解し易

いように工夫してある。

　学習シート３は，主要発問を明示することにより，
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資料２　学習計画（９時間終了）

段階 学習活動（指導事項） 評価の観点と方法、指導・支援

基

礎
学
習

１ １　作品を音読する。

２【学習シート１】を
　　記入する。

１ぐ指〉
　・教師による範読・指名読みなど工夫して行

　　う。　・場面分けは教師が指示する。

２【学習シート１１の観点
　　①興味を待った場面とその理由
　　②疑問に思った・考えたい場面とその理由
　　③小説を読むために重要な場面一表現とそ
　　　の理由
　　④優れた表現・イメージとその理由
　　⑤考え.ヽ意見

　〈評〉　・すらすら音読ができたか。
　・観点を意識して感想をもてたか。

基
本
学
習

２

「
－
４

１【学習シート１１に
　　よる感想の交流をす
　　る。

２【学習シート２】を
　　記入し、現代小説の
　　構造を理解し、あら
　　すじをまとめる。

３【学習シート３】を
　　記入し、人物像の設
　　定とその変化・描写
　　・主題の構造につい
　　て理解する。

１〈指〉
　・良い着眼点の感想をプリントにまとめて生
　　徒に紹介し、自分の気付かなかった観点に
　　気付かせる。

２〈指〉
　・場面ごとに音読・黙読しながら、学習シー

　　ト２を記入させる。
　1学習シート２】の観点
　　１状況設定
　　作品の構造と各場面のあらすじ

　　〈評〉　・現代小説の構造・あらすじを理解できたか。

３【学習シート３】の観点
　　①中心人物の設定とその効果
　　②中心人物の変化とその要因
　　③優れた描写とその効果
　　④対比的人物の設定とその効果
　　⑤象徴的イメージと主題の構造
　　〈評〉
　　・現代小説の特質である人物設定・描写・主
　　題の構造を理解することができたか。

生徒に何か理解できればよいかという到達目標（評価

基準）を意識させることができる。

③発展的学習における基礎学習・基本学習のまとめ

　発展的学習では，基本学習での現代小説解釈の方法

をふまえ，論理的・個性的に発信するためのステップ

とし，基礎学習・基本学習での観点をいかした皆既的

な解釈を行うことを目標とする。個性的な解釈とは，

自由な発想で生徒の体験や読書経験などと関連づけ，

人物･描写･モチーフ･主題などを検討することである。

　生徒の自由な解釈は，ややもすると小説の論理的な

｢読み方｣を無視した恣意的・断片的な解釈に陥りや

すい。しかし，解釈の観点を指導した上で自己の体験

と結びつけることにより，小説を｢確かに(論理的に)｣

｢豊かに(個を生かす)｣解釈する方法を学習すること

ができる。

④論理的文章指導としての作品紹介文を書く学習

　発展的学習・発展学習では，学習シート４・５（資

料６・７）を用い，自分の解釈をもとに作品紹介文を

書く学習を行う。作品紹介文はただ感想を述べるだけ

でなく，自分の立場を明確にし，4段階の「論理的構

成（はじめ・なか・まとめ・むすび）」で，要約・引

用・キーワードによる一般化（タイトルのつけ方）な

どを意識して指導する。到達目標が曖昧な言語活動に

拡散させるのでなく，論理的なプレゼンテーションの

方法を指導することは，現在求められている国語学力

発
展

的
学
習

５ 1-【学習シー卜41に
　よって、個性的な観
　点からの作品紹介に
　ついて考える。

２【学習シート４】に

　よって作品紹介文を
　書くための観点を理
　解する。

１〈支〉
　・机間巡視を行い、登場人物や描写などに注目
　　した作品紹介の観点がもてているか助言する。
　・個性的な観点がもてない生徒には、授業で取
　　り上げた箇所から選ぶように助言する，

２【学習シート４】の観点
　①４段階の論理的構成
　②あらすじをまとめる
　③具体例の選択と引用
　④個性的な「むすび」とタイトル（キーワード
　　の一般化）
　〈評〉
　・個性的な観点をもち作品を読めたか。
　・論理的な文章の書き方が理解できたか。

ミ

習

ｅ

７

Ｓ
Ｓ

１【学習シート５】に作
　品紹介文を書く。

２【学習シート５１（作
　品紹介文）を相互交流
　し、相互評価を行う。

１〈支〉
　・机間巡視を行い、書き方について助言する。
　・早く書けた生徒には、論理的構成を工夫する
　　よう助言する。
　〈評〉
　・４段階の論理的構成で書けたか。
　・「なか１」であらすじを要約できたか。
　・「なか２・３」で引用を効果的に使うことがで
　　きたか。
　・「むすび」と「タイトル」を工夫することが
　　できたか。
　・論理的構成を変形してより効果的に工夫する
　　ことができたか。
2

（４人）ごとに相互交流し、他の生
　　徒の観点や表現を相互評価させる。
　〈指〉
　・よく書けている作品紹介文（６～８編）を印
　　刷して配り、優れたところを発表させる。
　〈評〉
　・他の生徒の優れたところを見つけ、評価する
　　ことかできたか｡

評般
価化
・学
一習

１【学習シート６】で学
　習内容を振り返り一般
　化する。

１指〉
　・【学習シート６１は単元の開始時に配布し、
　　随時自己評価を行う。本時は、観点を確認し、

　　今後の学習のために一般化を行う。

育成において重要な課題である。

　論理的な作品紹介文を書く観点を教え，生徒同士で

の交流学習によって個性的な解釈を紹介させること

で，他の生徒の個性的な解釈から，新たな課題を発見

することができる。

⑤「学び方」の観点を意識・定着させる評価・一般化

　学習

　学習シート６（資料８）を学習の最初から提示し，

生徒に常に「学び方」の観点を意識させることが重要

である。何かわかればよいのかを明確にすることで，

今後の学習や普段の読書活動へ繋がる学習となるから

である。

　８　研究の成果と考察－まとめにかえてー

（1）国語科「二重構造」をふまえた小説教材指導の

　　意義と位置付け

　求められる国語科「言語能力」を，教科構造と五段

階の学習過程論から整理することにより，系統的に学

びを保障することができるようになる。

（2）小説教材観の転換と〈情報リテラシー〉

　　〈情報リテラシー〉という発想により，新しい小説

教材観から，小説教材で身に付けるべき言語技術が明

確になり，到達目標（評価基準）を明示することがで

きるようになった。また，「書くこと」「話すこと・聞

くこと」など，他領域とも構造的に国語科の果たす役

割を捉え直すことができる。　　　　　　　　　
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（学びのっまづき・課題意識の言語化シート）資料３　学習シート１
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月
の
午
後
に
巨
大
な
〔

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
を
〔
　
　
　
　
　
〕
に
運
び
去
ら
れ
た
。

２
場
面
　
　
　
　
の
舞
台
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
状
況
設
定
　
一
払
心

的
人
物
〔
　
　
〕
年
齢
〔
　
　
　
　
〕

　
　
　
（
過
去
）
特
徴
痩
せ
て
色
白
・
［
　
　
　
　
］
に
障
害
が
あ
る
二
　
　
〕
が
滅
法
巧
い

こ
の
十
年
ば
か
り
の
あ
い
だ
で
〔
　
　
　
　
　
〕
の
〔
　
　
　
〕
が
来
襲
す
る
。

大
人
に
と
っ
て
は
迷
惑
だ
が
、
〔

な
わ
く
わ
く
す
る
催
し
物
の
よ
う
な
も
の
。

私
は
空
に
ひ
と
つ
の
〔

し
て
い
る
気
が
し
た
。

〕
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
〕
と
こ
ろ
に
い
る
子
供
に
と
っ
て
は
大
が
か
り

〕
が
ぽ
っ
か
り
浮
か
ん
で
、
私
た
ち
を
冷
や
や
か
に
見
お
ろ

私
と
Ｋ
は
海
を
見
に
行
き
、
波
の
予
感
を
感
じ
る
。【

波
の
表
現
】

何
か
ひ
ど
く
｛
　
　
　
　
　
｝

故
の
な
い
〔
　
　
　
　
〕

そ
の
波
は
〔
　
　
　
　
〕
を
持
っ
て
い
る

地
面
を
震
わ
せ
る
よ
う
な
〔
　
　
　
　
　
〕

［
　
　
　
］
（
ご
ぼ
ご
ぼ
、
ご
お
お
お
お
お
）

５
場
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
波
の
表
現
】
　
・
［
　
］
の
よ
う
に
高
く
鎌
首
を
も
た
げ
て

　
展
開
③
　
　
　｛
白
　
　
　
　
　
　

・
三
階
建
て
の
ビ
ル
ぐ
ら
い
の
高
さ

　
Ｋ
の
喪
失
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
波
が
去
っ
た
後
の
〔
　
　
　
　
〕
な
静
寂

9。ふ

　

８
場
面

　
展
開
⑥

　
無
意
識
の
ト

　
ラ
ウ
マ

ー９
場
面

　
展
開
⑦

　
現
実
逃
避
と

　
無
意
識

１１
０
場
面

　
発
展

　
Ｋ
の
水
彩
画

ｊｌ
ｌ
場
面

　
結
末

　
現
実
へ
の
回

　
復

１１
２
場
面

　
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
恐
怖
の
真
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
の
姿
　
・
〔
　
　
　
　
　
〕
に
閉
じ
こ
め
ら

二
度
目
の
波
の
先
端
部
分
に
〔
　
一
の
姿
を
見
る
。
　
　
　
　
　
れ
た
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
｛
　
　
　
　
　
｝
く
ら

（
意
識
）
を
失
い
、
数
週
間
の
の
ち
に
肉
体
的
に
は
回
復
す
る
が
、
Ｋ
の
遺
体
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

は
父
に
何
か
を
言
お
う
と
す
る
が
、
〔
　
　
〕
が
出
て
こ
な
か
っ
た

る
で
、
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
み
た
い
な
感
じ

Ｋ
が
私
に
笑
い
か
け
、
私
を
波
に
引
き
ず
り
込
む
〔
　
〕
を
み
る
。

私
は
〔
　
　
〕
県
に
移
り
、
結
婚
を
せ
ず
、
［
　
　
］
以
上
故
郷
に
も
海
に
も
近
づ
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
忘
れ
か
け
た
頃
に
〔
　
　
〕
が
や
っ
て
く
る
（
細
部
ま
で
ぴ
た
り
と
同
じ
）
。

Ｋ
の
描
い
た
［
　
　
　
］
を
見
て
、
故
郷
に
戻
る
決
心
を
す
る
。

※
私
は
絵
を
眺
め
な
が
ら
、
自
分
が
Ｋ
と
と
も
に
や
っ
た
こ
と
や
、
と
も
に
訪
れ
た
場
所
の
こ
と
を
、
ひ
と

　
つ
ひ
と
つ
鮮
や
か
に
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
そ
れ
は
〔
　
　
　
　
　
　
　
〕
で
も
あ

　
っ
た
の
で
す
。
そ
の
頃
の
私
は
Ｋ
と
二
人
で
肩
を
並
べ
て
、
同
じ
よ
う
な
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
で
世
界
を
見
て
い
た
の
で
す
。

私
は
故
郷
の
街
に
帰
り
、
〔
　
〕
を
見
上
げ
、
少
年
時
代
の
自
分
を
思
い
出
す

そ
れ
以
来
、
あ
の
恐
ろ
し
い
夢
を
み
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

街
の
風
景
は
大
き
く
変
貌
　
・
駅
前
に
は
｛
　
｝
が
立
ち
並
び
映
画
は
〔
　
　
　
　
　
〕
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
｀
私
の
家
は
’
　
‘
に
な
り
い
Ｋ
頴
は
゛
　
　
゛
に
な
る
。

※
す
べ
て
は
私
が
頭
の
中
で
作
り
上
げ
た
〔
　
　
　
　
　
　
〕
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
え
た
ほ
ど
で
す
、

-

※
「
私
は
考
え
る
の
で
す
が
、
こ
の
私
た
ち
人
生
で
真
実
怖
い
の
は
、
恐
怖
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ご

　
男
は
少
し
あ
と
で
そ
う
言
っ
た
。
「
恐
怖
は
た
し
か
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
…
…
そ
れ
は
｛

　
　
　
｝
を
と
っ
て
現
れ
、
と
さ
と
し
て
私
た
ち
の
存
在
を
圧
倒
し
ま
す
。
し
か
し
な
に
よ
り
怖
い
の
は
、

　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は

　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
を
何
か
に
譲
り
渡
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
｛
　
　
　
　
　
１
。
　
　
　
Ｊ
．

　
｛

私
の
場
合
に
は
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
そ
れ
は
波
で
し
た
｝
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（現代小説の「学び方」シート例）学習シート３

　
【
学
習
シ
ー
ト
３
】

現
代
小
説
の
「
読
み
方
」
を
学
習
し
よ
う
ｉ
村
上
春
樹

１
　
中
心
人
物
の
設
定
と
そ
の
効
果

　
前
時
で
学
習
し
た
よ
う
に
、
中
心
人
物
で
あ
る
「
男
」

が
＋
歳
の
時
に
「
事
件
」
が
お
こ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、

そ
’
の
年
齢
が
殷
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
ヒ
ン
ト
」

　
台
風
が
来
た
と
き
に
、
子
供
に
と
っ
て
は
「
大
が
か

り
な
わ
く
わ
く
す
る
催
し
物
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

◆
み
な
さ
ん
が
十
歳
の
時
に
こ
の
よ
う
な
「
事
件
」
に

遭
遇
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
こ
の
『
事
件
』

う
か
想
像
し
て
み
ま
し
よ
う
。

と
向
き
合

２
　
中
心
人
物
の
変
化
と
そ
の
要
因

　
『
男
』
は
作
品
の
中
で
、
二
度
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

変
化
し
た
場
面
と
そ
の
要
因
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
（
―
）
「
男
」
を
四
十
年
間
も
苦
し
め
続
け
て
い
た
の

は
何
で
し
ょ
う
。

一

　
［
ヒ
ン
ト
］

　
６
場
面
で
見
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
７
・
８
。
９
場
面
で

も
繰
り
返
し
『
男
』
を
苦
し
め
続
け
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
「
男
」
は
現
実
と
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
（
２
）
一
度
日
の
変
化

資料5

□

　

変
化
の
要
因

　
（
３
）
二
度
目
の
変
化

□

場
面

変
化
の
要
因

　
「
ヒ
ン
ト
」

　
　
（
１
）
に
よ
っ
て
、
７
・
８
’
９
場
面
で
「
男
」
を

苦
し
め
続
け
る
こ
と
に
な
る
き
っ
か
け
と
、
そ
こ
か
ら

回
帰
す
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

「
七
番
目
の
男
」
－

　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

３
　
描
写
の
効
果

　
（
１
）
一
度
目
の
変
化
の
き
っ
か
け
で
あ
る
「
台
風
」

の
様
子
が
効
果
的
に
描
か
れ
て
い
る
三
箇
所
の
部
分
を

四
角
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。

①
聴
覚
（
音
）
の
み
の
表
現
（
４
場
面
）

②
視
覚
（
映
像
）
の
み
の
表
現
（
５
場
面
）

③
聴
覚
と
視
覚
に
よ
る
表
現
（
５
場
面
）

こ
の
よ
う
に
感
覚
を
分
け
て
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
（
２
）
二
度
目
の
変
化
の
様
子
が
効
果
的
に
描
か
れ
て

い
る
部
分
を
四
角
で
囲
み
ま
し
よ
う
。

時
間
・
音
・
光
・
身
体
感
覚
な
ど
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
［
七
番
目
の

男
］
の
変
化
が
効
果
的
に
現
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
特

徴
的
な
「
描
写
」
で
す
。

［
ヒ
ン
ト
一

　
対
比
的
人
物
で
あ
る
「
Ｋ
」
は
、
「
言
葉
に
障
害
」

が
あ
り
、
「
絵
が
滅
法
巧
い
」
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
（
３
）
対
比
的
人
物
「
Ｋ
」
の
設
定
の
効
果
を
考
え
ま

し
よ
う
。

［
ヒ
ン
ト
］

　
　
「
Ｋ
」
は
「
言
葉
」
で
は
な
く
「
絵
」
（
見
る
こ
と
）

で
現
実
世
界
を
認
臓
し
、
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
９
場

面
で
「
七
番
目
の
男
」
に
帰
郷
を
決
意
さ
せ
、
過
去
を

語
ら
せ
た
「
Ｋ
の
水
彩
画
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
を

も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

５
　
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
と
主
題
の
構
造

　
こ
の
作
品
で
は
、
「
私
の
場
合
、
そ
れ
は
波
だ
っ
た
」

や
「
私
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
」
、
「
別
の
世

界
」
と
い
っ
た
読
者
に
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
書
き
方
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
「
波
」
や
「
も
っ
と
も
大

事
な
も
の
」
、
「
別
の
世
界
」
と
は
、
何
を
象
徴
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　
（
―
）
波

（
２
）
も
っ
と
も
大
事
な
も
の

（
３
）
別
の
世
界

［
ヒ
ン
ト
一

　
１
０
場
面
で
、
現
実
社
会
が
「
頭
の
中
で
作
り
上
げ

た
精
密
な
幻
影
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
十
年
間

　
「
七
番
目
の
男
」
（
の
意
識
）
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、

　
「
悪
夢
」
と
い
う
非
現
実
（
無
意
識
）
で
し
た
。
つ
ま

り
、
現
実
と
非
現
実
が
逆
転
し
て
い
た
の
で
す
。

　
（
１
）
は
、
『
私
（
男
）
に
と
っ
て
は
た
ま
た
ま
波
だ

っ
た
」
の
で
あ
り
、
「
そ
れ
は
様
々
な
か
た
ち
を
と
っ

て
現
れ
、
と
き
と
し
て
私
た
ち
の
存
在
を
圧
倒
」
す
る

も
の
で
す
。

（
２
）
は
、
「
男
」
が
「
波
」
に
よ
っ
て
失

で
す
。
Ｋ
や
四
十
年
も
の
歳
月
も
も
ち
ろ
ん

が
、
「
Ｋ
の
水
彩
画
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

た
［
男
］
に
と
っ
て
の
『
も
っ
と
も
大
事
な

は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

つ
た
も
の

もてそ
う
で
す

回
復
し

の
」
と

　
（
３
）
は
、
四
十
年
間
「
男
」

の
こ
と
で
す
。
「
別
の
世
界
」

味
で
解
釈
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

を
苦
し
め
続
け
た
世
界

と
い
う
表
現
を
広
い
意

現
代
小
説
で
は
、
日
常
的
な
事
件
（
表
層
）
の
背

に
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
（
深
層
）
が

か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
作
家
の

現
代
社
会
（
現
代
人
）
へ
の
問
題
意
識
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。

村
上
春
樹
に
は
、
「
夢
」
や
「
眠
り
」
な
ど
の
非
現

実
（
無
意
識
）
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
社
会

を
批
評
す
る
と
い
う
方
法
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
（
1
4
）
こ
の
作
品
の
主
題
は
何
で
し
ょ
う
。

　
【
ヒ
ン
ト
】

　
人
間
は
、
「
波
」
の
よ
う
な
理
不
尽
な
出
来
事
で
、

自
分
に
と
っ
て
の
「
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
」
を
見
失

でらっ

すなて
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
知

い
「
別
の
世
界
」
に
と
ら
わ
れ
続
け
る
こ
と
な
の

　
［
主
題
の
考
え
方
］
　
主
題
と
は
、
作
品
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
る
中
心
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
こ
と
で
す
。
主

題
は
大
き
く
三
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
作
家
の
主
題
…
他
作
品
な
ど
で
も
多
く
見
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
作
家
固
有
の
問
題
意
識

②
作
品
の
主
題
・
・
・
作
品
の
構
造
・
描
写
に
み
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

③
読
者
の
主
題
…
読
者
が
作
品
か
ら
自
由
に
受
け
と

　
　
　
　
　
　
　
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
こ
こ
で
は
、
②
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
主
題
の
考
え
方
③
の
よ
う
に
、
読
者
が
作
品
か
ら
自

由
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
も
、
小
説
の
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
読
ん
で
き

た
小
説
や
見
て
き
た
映
画
な
ど
と
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ

や
、
み
な
さ
ん
の
体
験
か
ら
気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を

大
切
に
し
て
小
説
を
読
む
と
い
い
で
し
ょ
う
。

メ
モ
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◆
こ
の
作
品
に
は
他
に
も
効
果
的
な
「
描
写
」
が
多
く

すそみ

ら
れ
ま
す
。
小
説
を
読
む
と
き
に
は
、
「
描
写
」
と

の
効
果
を
意
臓
し
て
読
む
と
、
よ
り
一
層
楽
し
め
ま

４
　
対
比
的
人
物
の
設
定
と
そ
の
効
果

（
１
）
こ
の
作
品
で
対
比
的
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
の
は
誰
で
し
ょ
う
。

小
説
を
読
む
と
き
に
は
、
中
心
人
物
に
だ
け
で
は

く
、
対
比
的
な
人
物
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け

せ
ん
。

対
比
的
人
物
と
は
、
中
心
人
物
の
行
動
や
考
え
を

だ
た
さ
せ
た
り
、
中
心
人
物
に
影
響
を
与
え
た
り

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

た＿
２
）
「
男
」
が
故
郷
の
街
に
帰
る
き
っ
か
け
を
与
え

の
は
、
何
で
し
ょ
う
。



現代小説教材における「国語科学習・評価システム」の開発一村上春樹「七番目の男」（高３・第一学習社）の授業モデルを例にー

　
【
学
習
シ
ー
ト
４
】

作
品
紹
介
文
を
書
こ
う
①
－
村
上
春
樹
「
七
番
目
の
男
」
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
自
分
の
立
場
を
き
め
、
個
性
的
な
観
点
か
ら
「
七
番
目
の
男
」
の
論
理
的
な
作
品
紹
介
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
テ
ー
マ
は
〔
私
は

こ
う
読
む
「
七
番
目
の
男
」
〕
で
す
。
こ
の
授
業
で
は
以
下
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、
「
論
理
的
」
な
文
章
を
書
く
観
点
を
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

八①
気

）
作
品
紹
介
の
た
め
の
佃
性
的
な
着
眼
点
を
見
つ
け
よ

に
な
っ
た
人
物
に
つ
い
て

…
「
七
番
目
の
男
」

す
。
そ
の
中
の
一
人

ににに
つはつ

、
た
く
さ
ん
の
人
物
が
登
場
し
ま

い
て
、
思
っ
た
こ
と
・
考
え
た
こ

と
を
具
体
例
を
あ
げ
て
書
き
ま
し
よ
う
。

②
描
写
に
つ
い
て

　
　
①
は
じ
め
（
全
体
の
十
分
の
一
が
目
安
）

６
　
…
ど
う
い
う
観
点
か
ら
紹
介
す
る
か
を
書
く
。

料資
　

に

つ
い
て
紹
介
す
る

私
は

②
な
か
（
全
体
の
十
分
の
六
が
目
安
）

・
：
紹
介
の
た
め
の
具
体
例
を
書
く
。
こ
の
授
業
で
は
具
体
例

を
三
つ
書
き
ま
す
。

な
か
１
　
作
品
の
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
る
。

　
　
　
　
　
（
「
学
習
シ
ー
ト
２
」
を
参
考
に
し
て
、
あ
ら
す
じ

　
　
　
　
　
を
要
約
し
ま
し
ょ
う
。
）

な
か
２
・
３

　
作
品
紹
介
の
具
体
例
を
２
点
選
ん
で
書
く
。
そ
の
と
き
、

作
品
を
引
用
（
「
」
を
使
う
）
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
。

な
か
２

な
か
３

容Ｅ③

と自ま

ず分と

れのめ
な立＿

い場全
よや体

う意の
に見十

書を分

こ書の

うく二

　°が

　こ目

　の安

　ど
　き

　な

　か
　しｰ

　の

　内

④
む
す
び
（
全
体
の
Ｉ
〇
分
の
一
が
目
安
）

…
紹
介
す
る
観
点
・
内
容
を
一
言
で
あ
ら
わ
す
。

で
あ
る
と
い
える

一

一

～
－
の
作

品

は

（
３
）
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。

　
効
果
的
な
タ
イ
ト
ル
を
考
え
よ
う
。
こ
の
と
き
、
む
す
び

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
る
の
が
基
本
。

ｌ

私

は

～
－
う
読

む

¬
七
番

目

の
男
－

　｜

一

一

（論理的な「構成」モデルシート）資料７　学習シート５

　
【
学
習
シ
ー
ト
５
】

作
品
紹
介
文
を
書
こ
う
②
ト
村
上
春
樹
「
七
番
目
の
男
」
Ｉ

タ
イ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
私
は
こ
う
読
む
『
七
番
目
の
男
』
－

氏
名
（

むすび まとめ なか３ なか２ なか１ はじめ

｜
ｌ

１
・

｜
１
・

ｉ

Ｉ
Ｃ
ｒ

ｊ

ｌ
・

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
「

｜

ｌ

ｌ
ｌ

｜

｜
１

１
１

１
１

ｌ
ｌ

１

１

Ｓ

｜

』

｜
｜

｜

１
１

｜

｜

｜
１

ゝ ｊ
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考
え
た
こ
と

４
　
今
回
の
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
・
考
え
た
こ
と
を
自
由
に
書
こ
う
。

　
学
ん
だ
こ
と

佐藤洋一・常原　拓

資料８　学習シート６

名

前

理
由

ら自
分

の
気
付

か
な

か
っ
た

観
点

や上

手
な
文
章
表
現
な

ど－

３
　
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
［
書
評
］
を
読
ん
で
、
上
手
だ
と
思
っ
た
人
と
そ
の
理
由
を
書
こ
う
。

(到達目標チェックシート例)

論
理
的
構

成
を
変
形
し
て

よ

り
効
果

的

に
工

夫
す
る
～
－
と
が
で
き
た

¬
む

す

び
--

と

¬
タ

イ

ト

ル

を
工

夫

す

る
～
－
と

が
で

き
た

¬
な

か

２

３

心

で

引

用

を

効
果

的

に

使

う
～
－
と

が
で

き
た

¬

な

か

1

L_.

で

あ

ら

す

じ

を

要

約

で

き

た

四

段

階

の

論

理

的

構

成

で

善

く

～ヽ-

と

が

で

き

た

（3）具体的な「授業モデル」による提案

　　一教材研究論から授業研究論まで一

　教材の特質を生かした教材研究，さらに学習過程

（学習計画）・学習シート（主要発問）などを明示し

た「授業モデル」として具体的に考察したことで，今

日的な授業力育成という課題に，具体的かつ本質的に

応えることができるようになる。

　　　　　　　　　　おわりに

　本稿では，新課程・絶対評価の時代に対応した，新

しい小説教材指導について，具体的な学習シート・授

業モデル開発という形で提案した。限られた授業時数

の中で，学習者全員に確かな学力を保障をするために

は，本質的・具体的な到達目標（評価基準）と評価が

一体化した学習システムを構築していく必要がある。

　なお，本稿は愛知教育大学大学院・平成16年度修

士論文「小説教材における授業研究論一村上春樹の短

編を例にー」（平成16年１月提出　指導教官・佐藤洋

一）の一部である。まとめるにあたって，新しい小説

教材指導のための「学習・評価システム論」・村上春

樹の授業モデル，その要点を提案することに重点を置

いた。そのため，小説教材指導の変遷についての考察，

小説教材指導と文学批評理論との関係等については，

詳細に論じることができなかったことをお断りする。

２
　
１
作
品
紹
介
文
を
書
く
学
習
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
自
己
評
価
し
よ
う
。
（
○
　
○
　
△
を
付
け
よ
う
）

描写の特質
主題の構造

描
写
を
指
摘
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
。

波
・
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
・
別
の
世
界
の
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
を
理
解
で
き
た
。

主
題
の
構
造
を
知
り
、
「
七
番
目
の
男
」
の
主
題
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

定
造

設
構

作
品
の
設
定
（
舞
台
・
中
心
人
物
・
対
比
的
人
物
）
が
わ
か
っ
た
。

作
品
の
構
造
（
１
２
場
面
）
と
お
お
ま
か
な
あ
ら
す
じ
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
（

「
七
番
目
の
男
」
の
学
習
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
自
己
評
価
し
よ
う
。
（
○

○

　
　
　
　
　
　
　
　
）

△
を
付
け
よ
う
）

到.、

達学

度習

チシ

ｊ
ト
６
】

エ
ツ
ク
カ
ー
ド
ー
村
上
春
樹
「
七
番
目
の
男
」
―
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